
広報ひろさき　２０２３.３．１ 1716

▼とき　３月 11日㈯・25日
㈯の午後１時～３時
▼講師　ささやすゆきさん（絵
本作家）
▼参加料　1,800 円（飲み物
付き）
※事前の予約が必要。
▼持ち物　使用したい画材
【こぎん刺し体験と小物販売】
▼とき　３月 12日㈰・26日
㈰の午前10時～午後３時
※体験受け付けは午後２時 30
分まで。
▼内容　岩木かちゃらず会によ
る体験指導・販売
▼体験料　250 円～（コース
ターなど）
【雪雄子「詩と別れ」】
　舞踏、映像、詩によるパフォ
ーマンスです。
▼とき　３月 18日
㈯・19日㈰の午後
１時30分から（40分程度）
※投げ銭制で行います。
■■問問鳴海要記念陶房館（賀田字大
浦、☎ 82-2902、午前９時～
午後４時、火曜日は休み）

 イベント

　伝承者養成事業の研修生や会
員が制作した、幕末から明治初
期の津軽塗の再現作品を展示す
る成果発表会を開催します。津
軽塗に関する道具や解説パネル
などの展示も行います。
▼とき　３月 10日㈮～12日
㈰の午前10時～午後３時
▼ところ　旧紺屋町消防屯所
（紺屋町）
※駐車場はありませんので、公
共交通機関をご利用ください。
▼入場料　無料
■■問問津軽塗技術保存会事務局（文
化財課内、☎82-1642）

【イラストワークショップ】
　３月のテーマは「ちょうちょ」
です。

津軽塗技術保存会成果発表会

鳴海要記念陶房館の催し

広報ひろさきに掲載した
各種催しについて

　広報ひろさきに掲載した
各種催しや教室などは、新
型コロナウイルス感染症の
予防と拡大防止の観点か
ら、中止や内容変更となる
場合がありますので、ご了
承ください。詳しくは市ホ
ームページまたは各問い合
わせ先で確認を。
　催しなどに参加する際
は、マスクを着用するなど、
感染症対策へのご協力をお
願いします。
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特別番組
メモリアルグラデュエーション20232023
～小学校卒業生のメッセージ～
　市内14の小学校が参加し、卒業する６年生一
人一人が将来の夢や小学校での思い出などを語
るほか、担任の先生、校長先生からの贈る言葉、
各学校の校歌が紹介されます。希望にみち溢れた
子どもたちの声、そして懐かしの学びやを思い出
させる校歌をぜひ聴いてみませんか。
▼放送日時　３月13日（月）～17日（金）
　　　　　　午後７時～９時
▼放送局　コミュニティラジオ局「ＦＭアップルウ
ェーブ」（周波数…78.8MHz）
■■問問 ＦＭアップルウェーブ（☎38-0788） ※五十音順（放送順ではありません）。
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弘前れんが倉庫美術館に関連する情報を連載します。
■問い合わせ先　弘前れんが倉庫美術館（吉野町、
☎32-8950、https://www.hirosaki-moca.jp/）

Hirosaki Art Times
ヒロサキ・アート・タイムズ #24

「やってみよう」という気持ち

▲ライブの様子（撮影…長谷川正之）1. ジョナゴールド／ 2. ライスボール／ 3.Beat Panchos

　昨年 9月に開幕した「もしもし、奈良さ
んの展覧会はできませんか？」奈良美智展弘
前 2002-2006 ドキュメント展は、とうと
う3月 21日で閉幕します。
　吹き抜けの一番大きな展示室では、音楽ラ
イブをこれまで 5回にわたり開催。今月は
同じ展示室で映画上映会があり、展覧会の最
終日には奈良美智さんが館内のとある場所か
ら生放送で音楽をかけ、トークをするイベン
トも行う予定です。
　展覧会を開催している展示室でこれほど多
くのイベントを開催するのは、美術館として
は初めての挑戦でしたが、もしかしたら全国
的にも珍しいかもしれません。ステージのし
つらえや音響機材、客席の配置、受け付けや
誘導方法など、出演者や関係者と協力し、時
には悩みながら工夫して開催してきました。
　思えば今から約 20年前、美術館になる前
のれんが倉庫で奈良さんの展覧会を初めて開

催する時は、もっと前例がないことばかり
だったはずです。当時立ち上げに関わった人
たちは多くの不安も抱えていたでしょう。れ
んが倉庫のオーナーだった吉井千代子さんが
「奈良さんの展覧会はできませんか？」と作
家が所属するギャラリーに電話をかけたこと
から始まり、その後、携わったたくさんの人
たちが「やってみよう」という気持ちを持っ
ていたからこそ、展覧会が実現できたのだと
思います。
　開催中の展覧会に来場した人の中に、展示
に刺激を受けてフリーペーパーを発行したと
いう人がいました。美術館で過ごしたことで、
何らかのインスピレーションを得たり、それ
が新しい活動につながったり、自身を振り
返って過去や未来を思うきっかけになれば幸
いです。
　本誌での連載は今回が最後。これまで読ん
でいただき、本当にありがとうございました。

最終回

放送日 放送校

３月13日 大和沢小学校、桔梗野小
学校、相馬小学校、東小
学校

３月14日 自得小学校、松原小学
校、新和小学校、北小学
校

３月15日 千年小学校、大成小学
校、西小学校

３月16日 時敏小学校

３月17日 城西小学校、附属小学校
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